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日本精蠟株式会社

代表取締役社長

株主の皆様へ

いつも当社事業をご支援下さりありがとうございます。

当中間期の当社グループ連結純利益は145百万円となり、前中間期

比若干の減益に踏みとどまりました。あらゆる原材料価格の歴史的高

騰と急速な円安進行という強烈な逆風下にあっても、「中期計画21－

24」に掲げた「確実な黒字体質に向けた体質改善」を着実に進めてい

ます。

期初に掲げた業績目標に対しても若干下回る結果となりましたが、

現時点で通期業績見通し(連結純利益490百万円)は変更せず、中間配

当を１株当たり2.5円とさせて頂くことといたしました。

この未曽有の環境激変を耐え抜き、「中期計画21－24」２年目の進

捗を確かなものとするために、2022年度下期が正念場となります。

株主の皆様のご期待にお応えできるよう、役員、社員一丸となって

誠心努力し業務に邁進いたします。

今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申

し上げます。

2022年９月

－ 1 －



中間事業報告 ( 2022年１月１日から

2022年６月30日まで )
１．企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過およびその成果

① 事業環境

当中間期(2022年１月１日から2022年６月30日まで)の当社グループ事業を

取り巻く環境は、原料調達コストはじめ、製造、物流コストの第１四半期

比更なる上昇を自助努力では吸収しきれず、国内ワックスのお客様に対し

ても昨年度に引き続き価格改定をお願いせざるを得ない大変厳しいものと

なりました。

一方、世界経済全体を見渡すと、北米および欧州での高インフレと急激な

金融引締めや、中国でのコロナ封じ込めによる経済活動の停滞、ロシアの

ウクライナ侵攻長期化により、「ポストコロナ」の経済回復基調は失速

し、景気先行きへの不安感が強まりました。

② 事業の経過および当期の経営方針等に基づく諸策の実施状況

このような環境下、当中間期の当社グループ業績は、「中期計画21-24」

で掲げた「確実な黒字体質に向けた体質改善」を着実に進め、対前年同期

比若干の減益に踏みとどまりました。第３四半期以降も不透明な経済環境

が続くことが予測されますが、当年度の通期業績目標達成に向けて引き続

き全社を挙げて業績改善に取り組んで参ります。

【中期計画21-24】の骨子

[1] “高機能･高品質製品”と“成長市場”の追求

・重点市場と位置付けているタイヤ向け、プリンタートナー向けは、いず

れもコロナ前に近い水準まで需要が回復し、増販に向けて取組みを進め

ています。

・新規重点分野であるライスワックスは、昨年度に引き続き、事業計画の

策定および、積極的なマーケティングを行っています。

[2] “経営管理”の高度化・適正化

・“商品･為替バランス管理”の適切な実行により、原油価格、為替の乱

高下時にも、不測の損失発生を防止し、確実な成果を出しています。
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前中間期 当中間期 対前年同期比

・国内ワックス販売

　　売上高（百万円） 5,290 6,093 ＋803

　　数量（トン） 16,586 17,722 ＋1,135

・輸出ワックス販売

　　売上高（百万円） 3,526 6,204 ＋2,677

　　数量（トン） 21,946 27,578 ＋5,631

・重油販売

　　売上高（百万円） 3,837 7,133 ＋3,296

　　数量（キロリットル） 78,566 89,853 ＋11,286

・その他商品販売

　　売上高（百万円） 98 96 △1

・総売上高（百万円） 12,752 19,528 ＋6,775

・営業利益（百万円） 180 67 △113

・経常利益（百万円） 187 167 △19

・親会社株主に帰属する

　中間純利益（百万円）
174 145 △28

[3] 持続可能な開発目標(SDGs)・長期的な事業の発展に向けた“脱重油”

への移行準備

・昨年度に開始しました、蒸留原料構成の見直しによる重油収率低減に向

けた実機テストを継続したほか、脱油、精製各設備の高度化についても

検討を進めています。

③ 当中間期事業概況と成果

当中間期事業概況と成果については以下の表のとおりです。
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(2) 対処すべき課題

・今年度の重要課題の一つである“在庫削減プロジェクト”につきまし

ては、過去からの固定観念を抜本的に見直し、製品在庫水準の恒常的

な低減に向け、着実に進めています。

・当社が持続的成長を遂げるための道標である『サステナビリティ基本

方針』につきましては具体的なCO2排出削減目標設定を含め、引き続

き全社的な議論を重ね、策定中です。

(3) 設備投資の状況

当中間期に実施した設備投資の総額は144百万円であり、内訳は、徳山工

場における特別高圧受電化設備工事並びに既存設備全般の更新および改修工

事等144百万円、タイ工場関係0百万円です。

(4) 資金調達の状況

設備資金および運転資金につきましては、自己資金および金融機関からの

借入金をもって充当しました。

区 分
2019年度
第93期

2020年度
第94期

2021年度
第95期

2022年度
(当連結会計年度)

第96期

売 上 高 (百万円)
中間
年間

13,871
27,265

10,824
22,234

12,752
27,918

19,528

経 常 利 益
(△は経常
損 失 )

(百万円)
中間
年間

△430
△767

△2,987
△2,852

187
467

167

親会社株主に帰属
する当期純利益
( △ は 純 損 失 )

(百万円)
中間
年間

△263
△848

△3,033
△2,878

174
444

145

１株当たり純利益 (△は純損失)
中間
年間

△13円33銭
△42円95銭

△153円63銭
△145円77銭

8円82銭
22円50銭

7円35銭

総 資 産 (百万円)
中間
年間

32,376
32,506

30,175
30,785

31,654
33,572

38,351

純 資 産 (百万円)
中間
年間

10,990
10,147

6,879
7,280

7,395
7,744

7,854

(5) 財産および損益の状況
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会 社 名 資本金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容

テクノワックス㈱
百万円

50
％

100
各種ワックスの製造

Nippon Seiro(Thailand)Co., Ltd.
百万タイバーツ

315
％

100
各種ワックスの製造販売

(6) 重要な親会社および子会社の状況

①　重要な親会社の状況

　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

(7) 主要な事業内容

　当社グループはワックスの専業メーカーとして、石油ワックス、各種ワッ

クスおよび重油の製造・加工・販売を主たる事業としております。

（主要な営業品目）

パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、合成ワックス等

その他各種誘導品および重油

(8) 主要な営業所および工場

①　当社

本　　社 東京都中央区

徳山工場 山口県周南市

つくば事業所 茨城県稲敷郡阿見町

②　主要な子会社

テクノワックス株式会社

本社・工場 茨城県稲敷郡阿見町

Nippon Seiro(Thailand)Co., Ltd.

本社・工場 タイ王国チョンブリ県
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従 業 員 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

290人 1名減

従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

236名 5名減 40歳６ヶ月 17年３ヶ月

(9) 従業員の状況（2022年６月30日現在）

①　当社グループの従業員の状況

②　当社の従業員の状況

（注）従業員数は、臨時社員と派遣社員および当社から他社への出向者を除き、他社から当

社への出向者を含む就業人数です。

借 入 先 借 入 残 額

百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 5,514

株 式 会 社 広 島 銀 行 4,093

株 式 会 社 山 口 銀 行 3,556

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 3,130

株 式 会 社 西 京 銀 行 2,605

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 1,514

(10) 主要な借入先および借入額（2022年６月30日現在）

(11) その他企業集団の現況に関する重要な事項

　該当事項はありません。
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株　　主　　名 持株数（千株) 持株比率（％)

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 1,927 9.76

株 式 会 社 西 京 銀 行 963 4.88

株 式 会 社 山 口 銀 行 905 4.58

三 菱 商 事 株 式 会 社 867 4.39

安 藤 パ ラ ケ ミ ー 株 式 会 社 851 4.31

山 九 株 式 会 社 802 4.06

キ ャ セ イ セ キ ュ リ テ ィ ー ズ
コ ー ポ レ ー シ ョ ン

584 2.96

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 550 2.78

清 水 　 潔 513 2.60

中 京 油 脂 株 式 会 社 300 1.52

徳 機 株 式 会 社 300 1.52

２．会社の株式に関する事項（2022年６月30日現在）
(1) 株式数
①　発行可能株式総数　　　　　　　89,600,000株
②　発行済株式総数　　　　　　　　22,400,000株
　　　　　　　　　　　　　　　　　(自己株式2,650,747株を含む)
③　当中間期中に増加した株式数　　　　該当事項はありません。

(2) 株主数　　　　　　　　　　　　　4,149名

(3) 大株主の状況（上位10名）

（注）１．千株未満は切り捨てて表示しています。

２．当社は、自己株式2,650,747株を保有していますが、上記大株主から除いていま

す。また、持株比率は、自己株式を控除して計算しています。

(4) その他株式に関する重要な事項
　　該当事項はありません。

３．会社の新株予約権等に関する事項（2022年６月30日現在）

　該当事項はありません。
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氏 名 地位 重要な兼職の状況

＊ 今　野　卓　也 代表取締役社長

＊ 安　藤　　　司 取締役

玉　井　裕　人 社外取締役 西部石油㈱顧問

石　黒　清　子 社外取締役 野田記念法律事務所弁護士
東亞合成㈱社外取締役(監査等委員)
西華産業㈱補欠社外取締役(監査等委員)
㈱トラジ社外監査役

常　慶　直　宏 常勤監査役

吉　田　高　志 社外監査役 吉田公認会計士事務所公認会計士
㈱コスモスイニシア 社外取締役

真　崎　宇　弘 社外監査役

４．会社役員に関する事項
(1) 取締役および監査役の状況（2022年６月30日現在）

（注）１. 当社は執行役員制度を導入しており、＊印の各氏は執行役員を兼務しています。
２. 取締役の玉井裕人氏および石黒清子氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締

役です。また、当社は両氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届出
ております。

３. 当社と石黒清子氏がパートナーとして兼職する野田記念法律事務所との間に重要
な取引関係はありません。

４. 監査役の吉田高志および真崎宇弘の両氏は、会社法第２条第16号に定める社外監
査役です。

５. 監査役の常慶直宏氏は監査役就任まで当社取締役常務執行役員として当社の経理
部門を管掌する職にあり、エネルギー業界での経歴を有する者です。
また、監査役の吉田高志氏は、公認会計士として財務および会計に関する相当程
度の知見を有する者です。監査役の真崎宇弘氏は、エネルギー業界の経営者とし
ての経歴により、石油事業に関連する企業経営に精通しています。
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氏 名 地位および担当

　今　野　卓　也 社長執行役員
　開発･営業部、需給部、
　Nippon Seiro(Thailand)Co.,Ltd.担当

　安　藤　　　司 会長執行役員
　経営全般担当

　伊　藤　宜　広 上席執行役員
　総務部、経理部、監査部、経営企画部担当
　経営企画部長

　片　岡　憲　仁 執行役員
　技術部、製造部、テクノワックス㈱
　周和産業㈱担当
　徳山工場長、つくば事業所長

　永　久　英　紀 執行役員
　業務部、品質管理部担当
　開発･営業部、需給部担当役員補佐
　需給部長、経理部長

(2) 執行役員の状況（2022年６月30日現在）

(3) 取締役および監査役の報酬等の額

　定時株主総会決議に基づく取締役の年額報酬は270百万円以内、監査役の

年額報酬は36百万円以内としています。

(4) 当中間期中の取締役および監査役の異動

　2022年３月24日開催の定時株主総会において取締役に玉井裕人氏および石

黒清子氏が就任いたしました。

　2022年３月24日開催の定時株主総会終結の時をもって取締役濱島学氏、土

屋直紀氏、および田澤繁氏は任期満了により退任いたしました。

(5) 前各号に掲げるもののほか役員に関する重要な事項

　該当事項はありません。
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５．会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

　　EY新日本有限責任監査法人

(2) 連結子会社の監査に関する事項

　当社の重要な子会社である、テクノワックス㈱はEY新日本有限責任監査法

人による監査を受けており、またNippon Seiro(Thailand)Co., Ltd.は当社の

会計監査人以外の公認会計士または監査法人（外国におけるこれらの資格に

相当する資格を有する者を含む。）による監査を受けています。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ

ると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に

関する議案の内容を決定いたします。

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当

すると認められる場合には、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任い

たします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集され

る株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任理由を報告いたし

ます。
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資　産　の　部 負　債　の　部

百万円 百万円

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

商 品 及 び 製 品

原材料及び貯蔵品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産
　

22,443

3,412

4,828

6,671

6,928

608

△5

15,908

15,092

9,336

5,756

95

720
　

流 動 負 債 25,847

支払手形及び買掛金 4,513

短 期 借 入 金 19,390

未 払 法 人 税 等 48

賞 与 引 当 金 65

修 繕 引 当 金 57

そ の 他 1,772

固 定 負 債 4,649

長 期 借 入 金 1,986

再評価に係る繰延税金負債 2,573

退職給付に係る負債 69

そ の 他 19

負 債 合 計 30,496

純　資　産　の　部

株 主 資 本 2,000

資 本 金 1,120

資 本 剰 余 金 80

利 益 剰 余 金 1,474

自 己 株 式 △674

その他の包括利益累計額 5,854

その他有価証券評価差額金 84

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △48

土地再評価差額金 5,870

為替換算調整勘定 △52

純 資 産 合 計 7,854

資 産 合 計 38,351 負債純資産合計 38,351

中間連結貸借対照表
2022年６月30日現在

（注） 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。
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百万円

売 上 高 19,528

売 上 原 価 17,699

売 上 総 利 益 1,829

販売費及び一般管理費 1,761

営 業 利 益 67

営 業 外 収 益

受 取 利 息 0

受 取 配 当 金 11

受 取 保 険 金 3

受 取 賃 貸 料 8

為 替 差 益 146

そ の 他 17 187

営 業 外 費 用

支 払 利 息 82

そ の 他 5 87

経 常 利 益 167

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 0

投 資 有 価 証 券 売 却 益 1

補 助 金 収 入 2 4

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 0 0

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 171

法 人 税 等 26

中 間 純 利 益 145

非支配株主に帰属する
中 間 純 利 益

－

親会社株主に帰属する
中 間 純 利 益

145

中間連結損益計算書
2022年１月１日から
2022年６月30日まで

（注） 記載金額は百万円未満を切捨てて表示しています。
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株 主 メ モ
事 業 年 度 １月１日～12月31日
期末配当金受領株主確定日 12月31日
中間配当金受領株主確定日 ６月30日
定 時 株 主 総 会 毎年３月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1　電話　0120-232-711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告により行う。

公告掲載URL　https://www.seiro.co.jp
(ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日
本経済新聞に公告いたします｡）

（ご注意）
1.　株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきま

しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る
こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくだ
さい。株主名簿管理人(三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんの
でご注意ください。

2.　特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱Ｕ
ＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座管理機
関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀
行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.　未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

　

本 社 〒104-0031　東京都中央区京橋二丁目５番18号
電話 （03）3538-3061（代表）

徳 山 工 場 〒745-0803　山口県周南市大字大島850番地
電話 （0834）84-0334（代表）

つ く ば 事 業 所 〒300-1155　茨城県稲敷郡阿見町大字吉原3580-２
電話 （029）829-5050（代表）

　
当社ホームページアドレス
https://www.seiro.co.jp



お手続き、ご照会等の内容 お問合せ先

○特別口座から一般口座への振

替請求

○単元未満株式の買取請求

○住所・氏名等のご変更

○特別口座の残高照会

○配当金の受領方法の指定（＊)

特 別 口 座 の

口座管理機関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

証券代行部

〒137-8081

新東京郵便局私書箱第29号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

証券代行部

TEL　0120-232-711（通話料無料)

○郵送物等の発送と返戻に関す

るご照会

○支払期間経過後の配当金に関

するご照会

○株式事務に関する一般的なお

問合せ

株主名簿管理人

[手続き書類のご請求方法]

○インターネットによるダウンロード

 https://www.tr.mufg.jp/daikou/
　

お手続き、ご照会等の内容 お問合せ先

○郵送物等の発送と返戻に関す

るご照会

○支払期間経過後の配当金に関

するご照会

○株式事務に関する一般的なお

問合せ

株主名簿管理人

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

証券代行部

〒137-8081

新東京郵便局私書箱第29号

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

証券代行部

TEL　0120-232-711（通話料無料）

○上記以外のお手続き、ご照会

等

口座を開設されている証券会社等にお問合せくださ

い。

【株式に関するお手続きについて】

○特別口座に記録された株式

(＊)  特別口座に記録された株式をご所有の株主様は配当金の受領方法として株式数比

例配分方式はお選びいただけません。

○証券会社等の口座に記録された株式


